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meico さん（東京都、旭町出身）

　かねてから、コンサートを軸にしたイベントを
開催することで、私のふるさとである猪苗代に恩
返しできないかと考えていました。このたび、地
元の皆さんなどの協力のおかげで、なんとか実現
にこぎつけることができました。
　「オハラ☆ブレイク」は、「瀬戸内国際芸術祭」
からヒントを得たイベントです。５年前にこの芸
術祭を見る機会があり、その時に常設展示作品の
リピート力に魅力を感じて、猪苗代で音楽を含め
た同じような企画ができないかと思いました。
　「リピーターを増やすことが、この町に合って
いるのではないか」「何度も来てもらうことで、
猪苗代の良さもよく知ってもらえるのではない
か」と思ったんです。
　今回は、集客数ではかなり厳しい結果となりま
したが、文化的な側面では成功だったといえます。
日本を代表するミュージシャンたちが猪苗代に来
てくれて、良さをわかってくれた。「また出演し
たい」と言ってくれた。芸術を展示していた皆さ
んも「違う展示に挑戦したい」と言ってくれた。
これはとても大きな収穫だと思います。
　そして、何より一番良かったのは、来てくれた
お客さんたちのほとんどが満足して、「また来た
い」と言ってくれていることです。
　これからもこのイベントを継続していきたいと
思っています。今後は、ワークショップや子ども
の遊び場などを充実させていきたいですね。
　食べ物については、今回「猪苗代食堂」に関わっ
た町の団体の皆さんが、手応えを感じたのと同時
に、改善すべき点も見えたのではないかと思いま
す。今後「食でのおもてなし」を研究していくきっ
かけにもなったのではないでしょうか。
　このイベントを続けていけば、猪苗代に住んで
いても、音楽や美術など、表現の分野で世界と対
等に渡り合える人がきっと出てくるはずです。
　音楽や美術や食べ物で、みんなが喜んでくれる
場所が町に増えれば、それを目指す人たちも出て
きて、生活としても成り立つ。そういったことを
目指していきたいです。

　このイベントでヨガをさせていただ
き、あらためて猪苗代のすばらしさに気
付くことができました。
　人の心も自然の光もあたたかく満ち溢
れ、お金や物では得ることのできないこ
の豊かさをとても誇らしく思いました。
　「オハラ☆ブレイク」という、さまざ
まな文化をミックスさせた唯一無二の素
敵なイベントが来年、再来年と続いてい
き、多くの方が猪苗代を訪れて、澄んだ
空気、透明な水、生い茂る緑、磐梯山と
猪苗代湖に包まれたこの地に触れて、本
当の豊かさを感じ、幸せな気持ちになっ
てもらえたら、とてもうれしいです。
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　たまたま帰省したらこのイベントが開
かれていることを知り、２人で来ました。
　このようなイベントが猪苗代で開かれ
るなんて、私たちが学生の頃には考えら
れませんでした。東京にいてもなかなか
会えないミュージシャンたちがここで
歌っていることが信じられません。「こ
こは本当に天神浜なの？」と思ってしま
うほどです。
　このイベントの魅力は「のんびり感」
ですね。ゆったりと楽しめるのがとても
いいと思います。これからもずっと続け
ていってほしいです。来年は事前に調べ
て、予定を合わせて来たいですね。
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会場にずらりと展示された
「農の風景絵画」。農青連が
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内の小学１、２年生や幼稚
園児らが多数作品を寄せた
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オハラ☆
ブレイク

天神浜で
初開催

【VOICE】 【VOICE】

渡部美香さん（左＝東京都、長坂出身）

山本　文さん（右＝同、上新町出身）
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渡辺孝行さん（左）が野口
勝宏さんの似顔絵を制作。
本町出身の世界で活躍する
アーティスト同士が満面の
笑みでツーショット

ヨガインストラクター


